病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	






令和7年1月30日（木)　　　　　　　　　　　司会・記録：澤田　久美子
	上野
	国光
	澤田
	風間
	大湊
	木村
	田口
	古川
	佐々木

	休
	明け
	○
	○
	準
	外来
	○
	遅B
	明け

	石橋
	吉田
	柴垣
	川口
	富沢
	
	
	
	

	休
	準
	○
	休
	休
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・苅谷　江利子様～10：00GH「赤ずきん」入所に伴い退院となる。

・石塚　シゲ子様～北病棟に慣れるまで病棟ホールで食事をしたいとのことです。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　また、娘様より電話あり。来週2/4（火）金銭管理のお金2000円と三戸中央病院受診費用1万円を届ける予定だそうです。2/6（木）三戸中央病院受診には叔母様（妹）が付き添う予定です。10日に受診料のおつりと診察券などを頂きに行くので、受診料と病棟での金銭管理のお金は別に扱うようにして欲しいとの事です。

・工藤　和夫様～全身掻痒感あり、処方となったデルモゾールDP軟膏は本人床頭台の引き出しに入れています。

・大山　広美様と苅谷　江利子様、車椅子の返却について御家族に連絡しています。

＜要注目患者様＞	
・巴　勇樹様～表情穏やかに作業に取り組まれ、適度に他者交流も見られている。私物に関連した訴えもなし。

・大山　広美様～ふらつきなく自立歩行安定している。対面時の表情明るく身体的不調の訴えなし。

・赤石　陽介様～バイタルサイン異常なし。感冒様症状もなし。作業療法も明るい表情で意欲的に参加している。

＜皮膚科診察情報＞
・赤石　陽介様～両足関節（アキレス腱部）の表皮剥離→治癒。陰嚢部に痒み（発赤皮膚肥厚）→エキザルベ塗布。腰～臀部表皮剥離局面治癒→治癒とのこと。褥瘡部はすべて治癒しており処置不要。軟膏塗布は陰嚢部のみとのこと。

・工藤　和夫様～全身皮膚乾燥し、掻き傷見られている。同前処置継続指示あり。フェキソフェナジン2T　2×1/7日分とデルモゾールDP軟膏3本 処方となっている。

・山谷　由香様～両手背掻き傷治癒傾向みられる。プロぺト塗布継続とのこと。

・松川　順子様～皮膚乾燥軽減している。同前処置継続の指示あり。ヘパリン類似物質油性クリーム　1本処方となっている。

・船田　泰子様～両下腿浮腫あり。足趾爪混濁みられ肥厚、変形している。　就床時は下肢拳上して休まれるよう説明を受けている。シロスタゾール(50)2T　2×1/朝・夕食後　7日分処方となっている。

・船場　幸子様～右第１趾、左第３趾の爪周囲の発赤あり。テラマイシン軟膏+ガーゼ保護指示あり。その他は同前処置とのこと。

・会津　慮子様～仙骨部発赤、一部表皮剥離あり。皮膚も乾燥し、治癒傾向にあるとのこと。テラマイシン軟膏塗布+ガーゼ保護の指示あり。テラマイシン軟膏　1本処方となる。

・高橋　康満様～皮疹治癒傾向ではあるが同処置継続していく。R①タベジール2T　2×1/7日分　②デルモゾール軟膏3本処方となる。

・島守　淳様～両趾爪特変なし。同前処置継続。両足趾爪剪り施行する。

＜村上Dr.診察情報＞
・工藤　和夫様～本日作業療法中に女性患者様を怒鳴る、テーブルを叩いて威嚇する行動あり、レキサルティOD錠（0.5）1T　1×1/夕食後　9日分処方となっている。

・高橋　康満様～指示・処方変更なし。

・中野渡　鉄男様～指示・処方変更なし。

・田端　和行様～指示・処方変更なし。

